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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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第846号

7
月

下記日程は支部会館を休館します。

７月29日（金）終日　全都書記決起集会
８月２日（火）終日　書記局会議
８月11・12・15・16日　夏期休館

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
「
店
舗
の
内
装
を
手
伝
っ

て
く
れ
よ
」
…
…
久
し
ぶ
り

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
木

造
建
築
の
大
工
を
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ
の

２
年
ほ
ど
ず
っ
と
、
店
舗
工
事

を
し
て
い
る
仲
間
は
仕
事
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
応
援

に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
の
で
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
の
コ
ロ
ナ
騒

動
は
2
0
2
0
年
の
２
月
。
よ

う
や
く
平
常
運
転
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
感
染

者
が
増
え
て
お
り
気
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。
▼
一
方
で
東

日
本
大
震
災
か
ら
は
11
年
が

経
ち
、
現
地
の
建
物
な
ど
の

復
興
は
一
定
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
も
と
の
地
域
社
会
は

戻
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
な

お
原
発
事
故
の
爪
痕
は
深
く
、

収
束
と
は
程
遠
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
▼
原
発
の
再

稼
働
や
核
兵
器
の
共
有
論
ま

で
、
政
治
家
が
放
言
す
る
の

を
マ
ス
コ
ミ
が
垂
れ
流
し
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

原
発
が
攻
撃
さ

れ
た
の
を
忘
れ

た
の
で
し
ょ
う

か
。
核
の
被
害

は
、
広
島
・
長

崎
・
ビ
キ
ニ
・
福

島
、
も
う
た
く

さ
ん
で
す
。
被

災
地
の
復
興
を

願
う
夏
で
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
戻りつつある日常に思う
（齋藤孝志・常任執行委員）

初の女性区長誕生
区政を区民の手に２

３つのイベントで
夏満喫３

６月の区長選で初の女性区長
が誕生。国政でもこの１年を
大切に。来年４月には統一地
方選も（写真は情勢学習会）。

大キャンプ、お助け塾、よみうり
ランドBBQのご案内。

こ
の
ま
ち
に
住
み
・
働
く
仲
間
の
組
合
と
し
て

職
人
の

腕
活
か
し
地
域
に

奉
仕

　６月19日の杉並区長選の結果、岸本さ
とこさんが次点の田中良さんを破り、当
選。杉並区の区制90年の歴史で初めて
の女性区長の誕生となりました。
　岸本さんとは選挙前に支部役員が組
合の要求を掲げ懇談していましたが、選
挙後にもさっそく懇談。区民のために何
ができるか、防災や消費税、インボイス
などでも、区民のくらしをどう守れるか
を、「具体的な実例や要求をだしてもら
えれば」とのことでした。

　６月12日に井荻が八成区民集会所で、浜福が分会センター前
で、19日には西荻が西荻南児童公園で、26日には阿佐谷が移転
後の地域区民センターで住宅デーを開催。３年ぶりの住宅デーは
住宅相談、包丁研ぎやまな板削り、木工教室などが好評でした。

死活
問題 インボイス
　年収300万円の手間請で
10万円を超える消費税を納
めることなります！
　手間請けやシルバー人材
の死活問題が簡単にわかる
サイトです。「STOPインボ
イス」で検索を。

　
「
こ
の
ま
ち
に
住
み
・
働
く
仲
間
の
組
合
」
と
し
て
職

人
の
腕
を
活
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
奉
仕
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
６
月
12
日
以
降
、
４
分
会
が
住
宅
デ
ー
を
開

催
。
浜
福
分
会
は
５
月
26
日
に
続
き
、
６
月
に
も
授
業

支
援
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

浜
福
が
杉
二
小
で
授
業
支
援

小
刀
で
鉛
筆
削
る
実
習

　

６
月
10
日
、
浜
福
分
会
の

仲
間
た
ち
が
杉
並
第
二
小
学

校
の
図
工
の
授
業
を
支
援
。

　

今
回
は
３
年
生
３
ク
ラ
ス

に
小
刀
で
の
鉛
筆
削
り
を
指

導
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
初
に
は
、
先
生

か
ら
「
落
ち
着
い
た
心
で
」

と
の
説
明
。
そ
し
て
自
己
紹

介
の
あ
と
、
大
淵
分
会
長
が

手
本
を
見
せ
る
と
、
児
童
か

ら
は
驚
き
の
声
が
。
大
淵
さ

ん
は
、
便
利
な
道
具
も
使
い

方
を
誤
る
と
危
な
い
と
語
り
、

続
い
て
ケ
ガ
を
し
な
い
た
め

の
作
業
の
仕
方
・
注
意
点
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
削
る
作
業
に
入
り
、

３
人
ず
つ
の
班
に
一
人
の
割

合
で
仲
間
が
つ
い
て
、
生
徒

が
鉛
筆
を
削
る
の
を
サ
ポ
ー

ト
。
最
初
は
こ
わ
ご
わ
小
刀

を
使
っ
て
い
た
子
た
ち
も
、

仲
間
が
時
に
見
守
り
、
時
に

手
を
貸
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に

小
刀
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
、
授
業
の
最
後
に
は

全
員
が
素
敵
な
マ
イ
鉛
筆
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

６月後半の住宅デーは４分会
井荻・西荻・阿佐谷・浜福

阿佐谷

ガリガリとんぼ制作中

浜福

さっそく滑り台で走らせる

木の車を制作中

森
田
不
二
夫
さ
ん

駅
前
で
宣
伝

井荻

巣箱などを
つくりました

まな板削
り

木内雅彦
さん

西荻

村松勝さん
丸太切り体験

バルーンアー
ト

青柳興一さん

ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
の
指
の
向
き
を
確
認

前田正人さん

久保田壱馬さん

山路大輝さん

岸本さとこさんと懇談

６
・
19
区
長
選
で
杉
並
初
の
女
性
区
長
誕
生

岸本さんと話す鎗田委員長
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目
標
６
は「
ト
イ
レ
」
と
訳
さ
れ

て
い
ま
す
が
き
れ
い
な
水
の
供
給

と
衛
生
設
備
の
問
題
で
す
。

　

日
本
で
は
上
下
水
道
の
普
及
率

は
と
て
も
高
く
、
水
道
の
蛇
口
を

ひ
ね
っ
て
で
て
く
る
水
を
安
心
し

て
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
そ
れ

で
も
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
人

は
今
は
少
数
派
で
す
が
…
…
）。

　

東
京
23
区
で
は
上
下
水
道
と

も
人
口
当
た
り
の
普

及
率
は
ほ
ぼ
100
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
上
水
道

だ
け
で
み
て
96
％
を

超
え
、
簡
易
水
道
・
専

用
水
道
を
含
め
れ
ば

98
％
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
下
水
道
の
普
及
率
は
全

国
で
80
％
程
度
で
す
。

　

世
界
で
は
上
水
道
の
普
及
率
で

さ
え
４
割
を
切
る
国
も
あ
り
、
下

水
道
（
衛
生
設
備
普
及
率
）
は
１

割
台
に
留
ま
る
国
が
10
以
上
あ
り
、

世
界
人
口
の
４
分
の
１
は
安
全
な

水
道
設
備
が
な
い
く
ら
し
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

目
標
６
で
は
①
誰
も
が
安
全
な

水
を
安
く
、②
誰
も
が
ト
イ
レ
を
利

用
で
き
屋
外
で
用
を
足
さ
ず
、女
性

や
弱
い
立
場
の
人
が
守
ら
れ
、③
有

害
化
学
物
質
の
流
入
抑
制
・
未
処

理
排
水
を
半
減
さ
せ
、④
水
利
用
の

効
率
向
上
、
⑤
国
境
を
超
え
た
水

源
管
理
を
し
、⑥
生
態
系
を
保
護
す

る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
６
ー
ｂ
で
は「
よ
く

管
理
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加

を
す
す
め
、
強
化
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
上
下
水

道
の
普
及
率
が
特
に

低
い
国
で
は
、
権
力

者
が
国
民
の
く
ら
し

を
顧
み
な
い
政
治
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
実
状
な
ど
を

鑑
み
て
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
水
道
の
普
及
率
が
特
に
低

い
国
で
は
、
電
力
普
及
率
も
特
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
産
業

や
教
育
を
支
え
る
電
力
が
一
部
の

人
間
の
み
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
社
会
の
変
革
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
て
⑩

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
国
連
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
の

大
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

安
全
な
水
と
衛
生
設
備
を

◆世界の４分の１は水に苦しんでいる
　世界人口80億人のうち

　水道設備のない人20億人

◆その４分の１はさらに危険な状態
　屋外で用を足す人は約５億人
◆欧州の水道民営化と再公営化
1980年代から欧州で始まった水道民

営化が地域を窮乏化し、それに憤っ

た市民たちが水道再公営化運動を

展開した新たな民主主義からの学

びを本にまとめています。命の水は

共有財産。資本の手にゆだねてはい

けないのに、日本でも民営化法が強

行されています。

持続可能な 開発 目標

水と衛生は健康の礎
金もうけの道具にさせない

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ CLEAN WATER AND SUNITATION ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ CLEAN WATER AND SUNITATION ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ CLEAN WATER AND SUNITATION ～

　

６
月
19
日
の
杉
並
区
長
選
で
は
岸
本
さ
と
こ
さ

ん
が
当
選
し
、杉
並
初
の
女
性
区
長
に
。投
票
率
が

５
ポ
イ
ン
ト
あ
が
り
１
８
７
票
差
で
の
決
着
で
す
。

区
民
・
国
民
が
声
を
あ
げ
れ
ば
政
治
は
変
え
ら
れ

る
。こ
の
杉
並
の
経
験
を
大
き
く
広
め
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
19
日
の
杉
並
区
長

選
は
３
期
12
年
を
務
め
、

４
期
目
を
め
ざ
す
現
職
と
、

元
区
議
、
市
民
運
動
の
後

押
し
を
受
け
る
女
性
候
補

の
３
人
が
立
候
補
。
結
果
、

１
８
７
票
差
で
岸
本
さ
と

こ
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

①
ど
う
し
て
も
区
政
を
変

え
た
い
と
思
う
区
民
が
増

え
た
（
そ
れ
だ
け
区
政
が

区
民
に
向
き
合
っ
て
い
な

か
っ
た
…
…
公
開
討
論
会

で
）
②
区
民
が
自
主
的
に

声
を
あ
げ
、
区
政
を
変
え

る
行
動
に
で
た
③
そ
の
思

い
を
受
け
止
め
る
候
補
者

が
出
馬
し
た
か
ら
こ
そ
の

結
果
で
す
。

声
聞
く
区
長
を　

支
え
る
の
は
区
民

　

区
議
会
で
の
会
派
別
の

勢
力
だ
け
を
み
れ
ば
、
区

議
会
が
区
長
に
数
で
対
抗

し
地
域
破
壊
の
再
開
発
を

強
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
大
切
な
の
は
今
と

未
来
の
た
め
の
区
政
で
あ

り
、
区
民
の
声
を
聞
か
な

い
方
向
に
区
議
会
が
進
ま

な
い
か
し
っ
か
り
と
監
視

し
、
そ
う
い
う
区
議
に
は

「
ち
ゃ
ん
と
区
民
の
た
め

に
働
い
て
ね
」
と
釘
を
さ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

来
年
４
月
統
一
地
方
選

再
来
年
は
自
民
総
裁
選

　

来
年
４
月
に
は
区
議
会

選
挙
も
あ
り
ま
す
。
区
議

会
と
区
政
運
営
を
区
民
が

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
れ

ば
ど
の
会
派
も
い
い
加
減

な
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も
こ

の
一
年
間
が
正
念
場
で
す
。

議
会
を
監
視
し
地
域
で
声

を
あ
げ
区
政
を
区
民
の
手

に
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
参
院
選
後
、
国

政
選
挙
が
な
い
見
通
し
の

３
年
を
悪
政
の
「
黄
金
の

３
年
」
に
さ
せ
な
い
た
め

に
声
を
あ
げ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

国
政
も
最
初
の
１
年

（
こ
の
秋
の
国
会
と
来
年

春
の
地
方
選
挙
）
が
特
に

大
切
。
再
来
年
２
０
２
４

年
９
月
ま
で
に
は
自
民
党

総
裁
選
も
あ
り
ま
す
。

　

改
憲
で
狙
う
「
緊
急
事

態
宣
言
」
や
米
軍
に
奉
仕

す
る
た
め
の
「
自
衛
軍
の

明
記
」
な
ど
は
国
民
の
利

益
と
真
っ
向
か
ら
反
し
ま

す
。
私
た
ち
が
自
分
の
住

む
ま
ち
か
ら
声
を
あ
げ
る

の
が
効
果
的
で
す
。

　

防
衛
費
の
倍
増
で
は
新

た
に
５
兆
円
が
必
要
。
そ

ん
な
お
金
が
あ
る
な
ら
、

給
食
費
や
大
学
の
学
費
ま

で
無
償
化
し
て
も
お
釣
り

が
き
ま
す
。
教
育
や
福
祉

に
お
金
を
使
え
ば
、
国
民

　６月の梅雨明けと猛暑、７月頭の台風では高知
で線状降水帯が発生するなど「異常」気象も激化
しています。直下型地震もいつおこるかわかりま
せん。そんな災害に備え、支部ではまちの救助隊
ビーバーズを結成して訓練などを実施しています。
杉並区は34.06㎢に57万人が住む（人口密度は
16,795人／㎢）の人口密集地。阿佐谷や高円寺
の木造密集地だけでなく、区内全域で防災をすす
めるため、仲間の腕と知恵を活かしましょう。

仲間の腕と
知恵活かして
災害に強い
まちづくりを

が
富
み
、
国
も
発
展
す
る

余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
戦
闘
機
や
ミ
サ

イ
ル
が
い
く
ら
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
一
粒
の
米
も
実
ら

ず
、
国
民
の
労
働
能
力
も

教
育
水
準
も
あ
が
ら
ず
、

外
交
官
も
増
え
ず
、
経
済

も
発
展
し
ま
せ
ん
。

　

世
界
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
、
し
か
も
憲
法
９
条

と
い
う
平
和
外
交
の
大
き

な
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
さ
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区
政
を
区
民
の
手
に

声
あ
げ
て
国
政
も
変
え
よ
う

衆議院 参議院 自民党総裁
2019年7月 参院選

2021年9月自民党総裁選 岸田文雄が総裁に
2021年10月 衆院選 任期は３年

2022年
2022年6月 杉並区長選・区議補選
2022年7月 参院選

2023年
2023年1月 通常国会召集
2023年4月 統一地方選（杉並区議選）

6月 通常国会期末

９月臨時国会？

2024年
１月 通常国会召集
６月 通常国会期末
７月 都知事選？（任期満了）

2024年9月自民党総裁選（任期満了）
９月臨時国会？

2025年
１月 通常国会召集
６月 通常国会期末
７月 東京都議会議員選挙
７月 参院選

2025年10月 衆院任期満了

2027年4月 統一地方選

2028年7月 参院選

こ
の
１
年
が
正
念
場

最初の正念場
この１年が大切

大型開発の前に
教育や生活支援を

自分の住むまちから
声あげると
いいのね

安心してくらせる

まちにしてほしいビバ

岸本さとこ区長岸本さとこ区長と区民の力区民の力で
90年の杉並区・区制で初めて 23区で３人目の女性区長誕生90年の杉並区・区制で初めて 23区で３人目の女性区長誕生

岸本さとこ区長と区民の力で
90年の杉並区・区制で初めて 23区で３人目の女性区長誕生

この選挙で
ギャフンと！

６
月
10
日
の
憲
法
情
勢
学
習
会
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7
月
当
初
人
員
３
、１
８
０
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

石
川　

恭
子

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

甲
斐　

晶
子

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

グ
エ
ン
グ
エ
ン
ト
ゥ
イ

防
水

西

荻

大
塚　

晃

松
本　

真
德

防
水

中

央

直
接
加
入

中
村　

克
之

塗
装

中

央

転　

入

萩
原　

克
巳

と
び

企

業

湯
島　

浩
一

大
橋　

保

と
び

企

業

湯
島　

浩
一

■防水（塩ビシート）■
【社員】
㈱UPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡ 03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡ 03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡ 080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡ 03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡ 03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡ 03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡ 03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡ 03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡ 070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡ 03-3330-0734

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

税額計算

仕入税額

インボイスからの税額の積み上げ計算 または 取引総額から割戻計算

インボイスの保存が要件（免税事業者は控除不可）

請求書等 適格請求書等の交付義務あり（免税業者は発行できない）

80％（2026/9/30まで） 50％（2029/9/30まで）
控除できない

2022
R4

2023
R5

2024
R6

2025
R7

2026
R8

2027
R9

2028
R10

2029
R11

2030
R12

10/1 10/1今

免税事業者等からの仕入れ税額控除の特例免税事業者等からの仕入れ税額控除の特例

請求書等保存で可
免税業者から仕入も可

区分記載・適格請求書
の交付義務なし

税込価格からの
割戻計算

10/1

インボイス導入

まだ
止められる

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
は
あ
せ
ら
ず
運
動
は
素
早
く

　

２
０
１
９
年
10
月
に

10
％
化
さ
れ
た
消
費
税
。

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て

90
を
超
え
る
国
と
地
域
で

減
税
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
政
府
与
党
は
そ
の

気
な
し
。

　

来
年
10
月
か
ら
は
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
」
の
実
施
が

予
定
さ
れ
、
仲
間
の
み
な

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
、
税

務
当
局
か
ら
登
録
を
勧
め

る
文
書
が
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
し
か
に
制
度
が
実

施
さ
れ
れ
ば
事
実
上
、
非

課
税
業
者
は
取
引
か
ら
排

除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
し
か
し
登
録

を
あ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
上
の
表
の
よ
う
に

仕
入
れ
税
額
の
特
例
期
間

も
あ
り
ま
す
。

　

年
間
の
売
上
げ
が
１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
人
は
、

実
際
は
ほ
ぼ
労
働
者
。
日

当
手
間
請
け
の
職
人
や
、

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
配
達
の

請
負
、
シ
ル
バ
ー
人
材
で

働
く
人
な
ど
、
従
来
の
所

得
税
よ
り
大
き
な
税
金

を
払
う
こ
と
に
な
る
人
も

で
ま
す
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
の

人
は
本
名
と
住
所
を
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
反

対
運
動
を
素
早
く
お
こ

し
、
実
施
を
止
め
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

インボイス学習会

【日時】７月26日（火）
　　    午後７時開会～８時終了
【会場】支部会館３階
【講師】中島宏治税理士
インボイス制度の現状や制度
の問題点を学び、反対運動の
声を広げるとともに、制度が
強行された場合に必要な備え
についても学べます。
　詳細は支部担当・奥村まで
　電話03-3313-1445

昨年10月末に開催して好評をいただいたイベント。今年はプールも
楽しめる日程です。

８月21日（日）、11時開会（少雨決行）
組合員と家族（同居のお子さん）
入園＋BBQは無料
フリーパス利用は大人2,000円、小人1,500円。プール利
用はご自身で日付指定のWEBチケットをご購入ください。
８月12日（金）または定員150人になり次第。当日はスカ
イゲート前で受け付けます。

７月23日、朝７時支部出発。虫とり、花火など。コロナ禍の
ため自家用車での参加も可。携帯の電波も通じない？　大自
然を満喫しよう。

笛吹市芦川グリーンロッジ
大人5,000円、３歳～小学生2,000円（家族最大１万円）

７月25～29日の９時30分～12時30分、教員組合の方たちの
協力で夏休みの宿題をサポートします。

組合員の小学生のお子さん　　　　　  杉並第六小
１日100円　　　　　　詳しくは支部・村松まで

7
26

夏休み向け企画 ３つのイベントで夏を満喫

と　き

対　象

行　先

対　象 会　場

参加費

参加費

参加費 申　込

締　切

大自然を満喫しよう

今年はプールも
楽しめる

杉六小で工作教室も

大キャンプ交流会

夏休み宿題お助け塾

組合員交流会組合員交流会
よみうりランドよみうりランド
BBQBBQ

7

7

23（土）

25（月）

～24（日）

～29（金）

8
21（日）

　

核
抑
止
論
を
明
確
に
否

定
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約

が
昨
年
１
月
に
発
効
。
今

年
の
６
月
に
は
第
一
回

締
約
国
会
議
が
開
か
れ

「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
願
い
に
背
を
向
け

続
け
て
い
ま
す
が
、
条
約

の
批
准
を
求
め
る
人
々

の
声
は
広
が
り
、
全
国
１
、

７
８
８
自
治
体
の
３
分
の

１
を
超
え
る
６
３
９
の
自

治
体
（
７
月
4
日
時
点
）

で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

杉
並
区
は
「
原
水
禁
署

名
運
動
」
発
祥
の
地
を
自

任
し
「
平
和
都
市
宣
言
」

自
治
体
と
し
て
、
条
約
発

効
を
め
ざ
す
立
場
で
す
が
、

杉
並
区
議
会
は
２
０
２
１

年
６
月
17
日
、
民
生
委
員

会
で
「
政
府
に
対
し
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
る
意
見
書
」
を
反
対
多

数
で
不
採
択
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

区
民
の
声
を
議
会
に

伝
え
る
運
動
が
必
要
で
す
。

７
月
25
日
は
昼
間
の
平
和

行
進
と
夜
の
平
和
の
つ
ど

い
で
原
水
爆
と
平
和
の
問

題
を
考
え
、
行
動
す
る
一

日
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
感
染
防
止
対
策
の
た
め

参
加
は
予
約
を
基
本
と

し
、
人
数
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

平和行進は区役所前に10時集合
　「平和行進」は昨年同様コロナ対策のため
７月25日の昼10時に杉並区役所前広場に集
合し小集会の後、10時30分から人数を絞っ
て代表が中野・杉山公園まで行進します。

夜は19時から平和のつどいに参加を
　同日19時からは「平和のつどい」。今回は
支部会館で、運動の原点、魚屋さんの訴えや
被ばく体験の継承などの話を聞き、平和を考
えます。

7.25 平和行進・平和のつどい

核兵器ない世界へ杉並から

昨
年
の
平
和
行
進

組合員交流会
よみうりランド
BBQ
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第 343 回

節
も
あ
っ
て
か
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

　

兄
が
元
気
に
な
っ
た
の
で
セ
ー
ル
ス
は

や
め
、
東
京
の
東
村
山
で
ガ
ス
工
事
会
社

に
。
こ
れ
も
配
管
が
普
及
し
た
の
で
、
将

来
性
を
見
据
え
て
防
水
業
に
転
職
。
姉

の
夫
の
弟
が
働
い
て
い
た
シ
バ
タ
工
業
に

入
り
２
年
ほ
ど
修
業
し
た
の
ち
、
独
立
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
意
を
決
し
て

直
実
さ
ん
の
両
親
に
結

婚
の
許
可
を
求
め
た
と

こ
ろ
「
職
人
に
は
娘
は

や
れ
ん
」
と
断
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

時
シ
バ
タ
工
業
の
社
長

が
な
ん
と
私
を
社
員
に

し
た
上
で
妻
の
両
親
を

一
緒
に
説
得
し
て
く
れ

て
、
晴
れ
て
交
際
10
年

を
経
て
の
結
婚
へ
。

　

以
後
、
最
良
の
パ
ー

ト
ナ
ー
を
得
て
仕
事
も

軌
道
に
乗
り
再
び
独
立
。

３
人
の
仲
間
と
、
テ
レ

ビ
番
組
に
あ
や
か
っ
て
（
友
だ
ち
の
輪
）
、

友ゆ
う
わ輪

防
水
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

家
を
買
っ
て
3
か
月
で
バ
ブ
ル
が
崩

壊
し
、
高
金
利
の
借
金
返
済
に
苦
し
ん
だ

り
も
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
、

３
人
の
子
と
６
人
の
孫
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
息
子
が
事
業
を
継
い
で
一
緒
に
働
い

て
く
れ
た
の
も
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

人
の
縁
に
恵
ま
れ
た
の
も
、
誰
か
に
勝

つ
と
か
で
な
く
、「
人
に
好
か
れ
る
良
い

仕
事
を
」
と
心
が
け
て
き
た
お
か
げ
か
な
。

こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
て
働
き
続
け
た
い

で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
山
梨
県
笛
吹
市
八
代
町
竹
居
の

出
身
、
７
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
。
４

人
の
兄
弟
は
進
、
守
、
勇
、「
勝ま

さ
る

」
、
と
み

ん
な
一
文
字
で
す
。

　

中
学
を
出
て
石
和
に
あ
る
山
梨
園
芸

高
校
土
木
課
で
測
量
を
学
び
、
３
人
１

チ
ー
ム
の
平
板
測
量
の
全
国
大
会
で
優

勝
も
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
推
薦
で
鹿
島

道
路
に
就
職
。
５
か
月
の

研
修
を
経
て
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
測
量
班
に
。
朝

６
時
か
ら
夜
11
時
ま
で

の
仕
事
の
あ
と
に
飲
み
に

行
く
よ
う
な
タ
フ
な
先

輩
た
ち
に
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
仕

事
が
激
減
し
た
の
を
契

機
に
、
同
郷
の
人
の
縁
で

千
葉
・
浦
安
の
ガ
ス
屋
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
運
命
の
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
職

人
の
福
島
の
実
家
へ
遊
び

に
行
っ
た
時
に
、
の
ち
に
妻
と
な
る
直
実

さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の
で
す
。
私
は
19
歳
、

直
実
さ
ん
は
16
歳
で
し
た
。

　

大
切
な
相
手
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
稼

ご
う
と
決
意
し
た
矢
先
、
実
家
の
山
梨
の

兄
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
桃
農
家
の
手

伝
い
の
た
め
に
帰
郷
。
実
家
か
ら
通
え
る

電
気
屋
に
就
職
。
家
電
の
普
及
す
る
時

勝つより好かれること

良 い 人 々 の 縁 大 切に

村
むらまつ

松 勝
まさる

さん　西荻・防水

６
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

58
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

NGUYEN DUC DUY

（
富
士
見
）

【
出
産
】

鈴
木　

一
郎
（
中　

央
）

樫
村　

優
次
（
泉　

南
）

【
資
格
取
得
】

９
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

佐
藤　

光
俊
（
井　

荻
）

長
谷
川
和
行
（
西　

荻
）

小
池　

好
美
（
中　

央
）

青
野　
　

章
（
浜　

福
）

斉
藤　
　

叶
（
浜　

福
）

里
吉　

一
男
（
高　

和
）

豊
田　
　

勉
（
泉　

南
）

新
田　

眞
宏
（
泉　

南
）

佐
々
木
真
也
（
企　

業
）

　

ほ
か
34
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

保
坂　

一
久
（
井　

荻
）

松
本　

武
司
（
中　

央
）

飯
島
徳
太
郎
（
高　

和
）

　昭和63年から副執行委員長をつとめ、平成13
年から16年度にかけ支部執行委員長をつとめた
永年組合員・飯島徳太郎さんが今年４月３日に
亡くなられました（享年95歳）。支部35周年誌
を編纂、支部70周年誌でも過去の組合のあり方
などを語っていました。産業民主化と反戦平和
への志を引き継いで参ります。

東電メーター工事件⑮ 会
社
側
が
中
労
委
命
令
の
取
り
消
し
求
め
提
訴

東
電
側
は
卑
劣
な
時
間
稼
ぎ
に

　

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ
ー
交
換
工

た
ち
が
会
社
か
ら
の
不
当
な
首
切
り
や

仕
事
の
削
減
に
対
し
全
労
連
・
全
国
一

般
労
組
計
器
工
事
関
連
分
会
に
結
集
し

た
た
か
っ
て
い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

　

５
月
16
日
に
中
央
労
働
委

員
会
で
全
面
勝
利
の
救
済
命

令
が
で
ま
し
た
が
、
以
後
も

ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
社
は

団
体
交
渉
に
一
切
応
じ
ず
グ

ル
ー
プ
元
の
東
京
電
力
も
無
視

を
決
め
込
み
、そ
れ
ば
か
り
か
、

中
労
委
命
令
の
取
り
消
し
を

求
め
東
京
地
裁
に
提
訴
し
ま
し

た
。
卑
劣
な
時
間
稼
ぎ
で
す
。

　

こ
の
事
件
で
一
番
最
初
に
不

当
な
首
切
り
に
あ
っ
た
原
告

は
東
京
土
建
小
平
東
村
山
支

部
の
組
合
員
で
も
あ
る
高
野

清
さ
ん
、
中
労
委
の
係
争
と
は

別
枠
の
高
野
さ
ん
裁
判
（
雇

止
め
撤
回
）
も
続
い
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
解
決
へ
「
東
電
は

責
任
を
果
た
せ
」
の
声
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【原告・高野清さん談】私が雇止
めの通告を受けたのは2018年の
11月です。もうすぐ４年にもなり
ます。20年２月の都労委、今年５
月に中央委命令まででたのにまだ
会社は話し合いの場すら持ちませ
ん。引き伸ばしをやめさせて、解
決できるようご支援お願いします。

訃 報

元執行委員長

飯島 徳太郎さん

もうすぐ
４年に

霞
が
関
の
裁
判
所
の
前
で
宣
伝

村松勝さん

  土建国保の加入者には、年度に１回、宿

泊旅行に3000円（65歳以上は5000円）の

補助があります。75歳以上の組合員と配偶

者には、組合の共済から宿泊旅行補助があ

ります。申請用紙は国保・共済会のHPから

も取れます。詳しくは支部・奥村まで。

土建国保のトクトク情報

国内宿泊
旅行に補助


